
淀川水系における水需給バランスの点検 －渇水リスクの分析・評価－

表１ 都市用水の府県別・用途別の需要の見通し

表２ 都市用水の水需給バランスの点検結果

○水の用途別の需要の見通し

（現況(2018年度)と想定年度(2030年度)を比較、表１参照）

・水道用水：高位がやや増加（0.6%/年）
低位がやや減少（-1.1%/年）

・工業用水：高位が増加（3.7%/年）
低位がおおむね横ばい（0.1%/年）

・農業用水：新たな必要量が見込まれる

○供給の目標

・10箇年第１位相当の渇水：安定的な水の利用を可能にすること
・危機的な渇水（追加）：生活・経済活動に重大な影響を生じさせない必要

最低限の水を確保すること

○水需給バランスの点検結果（表２参照）

・危機的な渇水時にも、６府県合計として供給可能量が需要量を上回り、
概ね安定的に水を確保可能
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